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令和６年度第１回佐世保市子ども・子育て会議分科会（施策３） 議事録（要約版） 

日時：令和６年８月８日（木）１３時５５分～１５時３０分 

場所：佐世保市市役所 本庁舎４階第４委員会室 

議事（１）次期「させぼっ子未来プラン」の策定について 

議事（２）次期「させぼっ子未来プラン」策定に向けた佐世保市の子どもと子育てを取り巻く現状と課題 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

 今回の説明を受けて、子育て政策については、全体

的には質の向上にシフトされていると見受けた。 

 一方で経済界、子どもの親の世代が働いている環境

について、２０２４年問題が非常に大きな影響を与えて

おり、特に建設業や運輸業は、人手不足・残業ができ

ない等の制約を受けている現状がある。 

 また、経営者側も、景気がなかなか上向かない厳しい

中で、人手不足を勘案しながら対応しているところであ

る。 

 アンケートの中には、「働き方」に加えて、補助金・手

当が必要という文言があり、それは親の立場からすると

その通りだと感じる。 

 働いてもなかなか給料が増えない、といった現状を踏

まえ、各幼稚園、保育園における質の向上は当然だ

が、大胆な予算配分ということも行っていくべきであり、

必要な施策というものもプラスしながら、検討を進めて

いただきたい。 

 

 

 資料６に記載された課題として、「認可外保育施設に

おける保育の質の確保」と記載されているが、現在、佐

世保市において、認可外保育施設は存在しているの

か、また、認可保育施設の質の確保・向上はしなくても

よいのか。 

 

 

 

 アンケート結果から、母親の就労の状況で、フルタイ

ムでの就労希望者数が上昇したということだが、その裏

側には経済的不安があり、その分、働いて収入を得た

いという気持ちがあるのではないか。 

 本当にフルタイムで働きたいのか、収入、経済的不安

があるからフルタイムを希望せざるを得ない、手当等の

支給により、経済的な不安がない場合、どれだけ就労し

たいのか、といった設問・集計が必要であったのではな

いか。 

 保育施設の全体の質の向上というのは、認可・認可外に

関わらず、取組が必要だと考えている。 

 認可外保育施設を課題としてあえて挙げているのは、ア

ンケートの中での意見等もあったためである。 

 市内における認可外施設は、病院、施設、事業所内、そ

の他、幼稚園型認こども園に併設された保育所などに存

在する。 

 

 今回実施したアンケートにおいて、フルタイムを希望され

る理由について設問がなかったため、本市の実態としては

掴めていないが、全国的には、女性も、結婚後も継続して

就労し、スキルを上げたいという傾向が表れており、経済

的理由、女性としての自立という両方の側面があると認識

している。 
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 大胆な予算の確保をし、質の確保と子育て支援の充

実をしっかり図っていただきたい。 

 

 資料６「医療的ケア児の受入れ」との記述があるが、

これは、「病気をされた子ども」という解釈なのか、「常

時、医療的対応が、必要な子ども」ということなのか。 

 

 「日常的に医療的な対応が必要な子ども」の受入れのこ

とである。 

 日常的に医療的ケアが必要なお子様が、保育園等を利

用された際に、施設に対し、看護師の配置や派遣に対す

る支援として施策を展開している。 

 

 他市においては、子育てサポーターとしての研修を受

けて、例えば、お子さんの送迎を代わりに対応し、その

際の実費が支給されていると伺った。 

 また、支援をしている家庭の状況によっては、母親の

代わりに、お子さんの送迎だけでなく、サポーターの家

でご飯を食べさせたり、お風呂を入れることまでやってい

るそうだ。 

 この自治体では、孫を育てるような世代の人を対象に

した研修を実施し、支援者を養成しているようだが、佐

世保市ではこのような取組は実施しているのか。また、

市として取組を充実させていくというような考えはある

か。 

 

 同等の事業として、佐世保市では、ファミリーサポートセン

ター事業を実施している。 

 本市の当事業は、長く実施しており、事業サービスを提

供する提供会員の養成講座を、ファミリーサポートセンター

において、定期的に実施している。 

 また、事業の取組内容については、母子健康手帳交付

の会場や、民生委員児童委員協議会等においても、案内

している。 

 自分たちが今住んでいる地域が、なるべく住みやすい

街になっていき、なおかつ、そこに住む、次の世代の人

たちが、望んで住んでくれるようなまちになることをみん

な目指していろいろと活動を行っている。 

 その中でも若い方たちが、ぜひここに住みたいと思っ

てもらうためには、地域での子育てと、保育所等の施設

及び施設の従事者、その両面の充実というものが必要

だと思っている。 

 それぞれの地域の保育園、幼稚園の活動がさらに充

実していくことと、地域に住んでいる方たちのニーズを把

握した取り組みを行うことにより、地域に浸透し、いろい

ろなことが、徐々に向上していくものだと考える。 

 そういった観点からも、プランの内容の地域への周知

徹底が必要だと思う。 

 また、母親の就労希望が増えている現状について、母

親個人が自分の人生を充実して、よりよいものにしてい

くために、自身の仕事を充実させたいと考える方が増え

ているのではないか。 

 そのためには、保育環境が整っていくこと不可欠なで

 地域において子どもを支えていことは、大事だと考えてい

るが、市としてそういう視点で広報を十分に行えていないと

思う。 

 地域の方々への周知について、今後の課題にさせていた

だきたい。 
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あると同時に、男性や、年配者を含めた地域住民の意

識改革が、女性の就労や男性の子育ての参加促進に

繋がっていくと考える。 

 地域における子育て支援の推進のために、保育園や

幼稚園と連携し、地域住民の意識改革をしていくことに

より、佐世保に住みたいという人たちが増え、佐世保で

子どもを産み育てたい人が、増えていくところに繋げるこ

とができるのではないか。 

 

 １０年ぐらい前の子育て環境に比べると、子育てにか

かる費用が低減され、子育てしやすくなっていると感じ

る。 

 さらに、幼稚園と保育園が一体化したことによって、子

どもも比較的預けやすい環境になったと思う。 

 一方で、次々と無償化が進む状況に慣れている現状

においては、他市と比べて、佐世保市の保育料は高い

という認識になっている。 

 しかし、無償化をさらに進めたとしても、出生数は増え

ないし、さらに子どもを持とうと考える家庭は、どれだけ

いるのだろうか。 

 他方、発達障がい児のいるご家庭においては、施設

側の職員が足りないから受入れしてもらないという方が

相当数いる。 

 また、病児保育にかかる費用が高いと思う。 

 正規社員の方であれば病児保育料の自己負担額１

日２，０００円をどうにか工面すると思うが、パート従事者

の方だと、休暇を所得した方がまだよいが、休むと働け

なくなり困るという話を聞く。 

 無償化に力を入れるよりも、そういった面を重視した

方がよいのではないか。 

 また、子育て支援が進んでいるにも関わらず、ご飯を

食べない子が増えているのは、育児放棄ではないと思

うが、食事を十分に与えない、保護者がいないという家

庭がどんどん増えており、別の課題が増えているのでは

ないかと感じる。 

 

 保育料の無償化は、自治体間での競争にもなっており、

我々も決して好ましい状態であるとは思ってはいない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無償化について、保護者に対し、無料になったのでは

なく、代わりに費用負担されている、ということをいかに

説明するのかは施設側の課題である。 
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 子どもが小さい頃に、頻繁に体調を崩してしまうが、会

社に対して子どもの看護のために休みを取ると連絡する

ことが、母としてストレスとなるところがある。 

 企業によっては、あと１日休ませれば完治するというタ

イミングのときには、同伴で勤務できるようになってい

る。 

 このように、子育て世帯に対して支援をする企業が増

えてくれれば、支援の全体的な底上げ・少子化対策の

推進ともなるのではないか。 

 現在は、未婚率も上がっており、課題だと思うが、それ

よりも、１人目を出産した家庭が、２人目・３人目と続い

て出産するための支援も、少子化対策に繋がっていくの

ではないか。 

 また、取組を推進するために、企業への働きかけも必

要ではないか。 

 

 共働き・子育ての支援については、施策１～４を横断し

た、包括的な取組の一つとして掲げ、課題として考えてい

るところである。 

 男性の育児参加は当然のこととして、仕事と子育ての両

立のための企業等への働きかけは課題だと思っている。 

 きょうだいが複数人いれば、代わる代わる体調を崩す

こととなるが、会社に休暇を申し出ることを、なかなか言

いづらいという方もいる。 

 企業等のへ理解・働きかけも、存分に行っていただけ

れば、佐世保自体も住みやすい町になってくるのではな

いか。 

 

 保幼小連携について、継続・推進はもちろんのこと、し

マンネリ化していると感じており、見直しが必要だと思う。 

 

 保幼小連携については、市としても問題意識を持ってい

る。 

 来年度は、それぞれの地域での結びつきを強めるような

方向に、持っていきたいと考えており、検討中である。 

 

 保育人材の確保について、市として、どのような考えを

持っているのか。 

 保育士確保について、市としても問題意識を持っている。 

 この件については、先日、長崎短期大学で、同大学と周

辺自治体との間で１回目の会合があり、また、２回目の会

合として、同大学と保育所・認定こども園等、施設側との意

見交換会があった。 

さらには、周辺自治体の議員との意見交換をする意向

があり、行政・関係団体等とも、現状に対して、危機的な意

識を持っている。 

 しかし、効果的な対策をまだ見いだせていない。 

 今後、会合を重ねる中で、何らかの方策を立てていきた

いと思っている。 

 具体的には、就職の際の支度金補助や、長年勤務され

た方に給付金を渡す等の経済的な支援もあるが、方策と
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しては、それ以外のところもあると伺っている。 

 働きがいや、従事者の処遇改善の問題もある。 

 さらに、施設における働き方改革、忙しさの解消等、トー

タル的に検討し、人材確保を進めていかなければならない

と思っている。 

 今後も引き続き、汗をかきたいと思っている。 

 

（総括として）  今日いただいたご意見を伺い、改めて、子ども・子育て政

策、少子化対策というのは難しいものだと思っている。 

 平成元年に、合計特殊出生率１．５７ショックとして、それ

まで最低であった、丙午の年の１．５８を下回り、以降、少

子化対策としてそれから３０年来、さまざまな政策を実施し

てきた。 

 主な政策としては経済的支援であった。 

 経済的支援を行ってきた理由は、理想と思う子どもの数

を実現できない理由を正すと、経済的支援にたどりつくこと

となる。 

 そのため、自治体としては、経済的支援を第一に取り組

んできたところである。 

 しかし３０何年やってきて、効果がないという話になってき

ている。 

 それに対して国は、昨年の１２月に制定した「こども未来

戦略」の中で、少子化・人口減少について、３つの課題を

整理している。 

①若い世代が結婚・子育てに対する将来展望を描けない 

②子育てしづらい社会環境や子育てと両立しにくい職場 

環境がある 

③子育ての経済的精神的負担感や子育て世帯の不公 

平感が存在する 

 これに対する施策の方向性・理念についても、３点を挙げ

ている。 

⑴ 若い世代の所得を増やす 

 現在、国において、初任給・給与のベアアップの取組を

実施している。 

⑵ 社会全体の構造意識を変える 

 父親の育児休業が当たり前になる社会を作る必要があ

り、国は、育児休業給付金について、父親の休暇取得時

の手取りを実質１００％にすることを考えている。 

 ただし、給付日数が２８日に限られており、十分な支援で

あるか疑念がある。 

⑶ すべての子育て世帯の切れ目なく支援する 
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 経済的支援をはじめとして、市として取り組んでいくべきと

考えている。 

 以上、課題として３つ、方向性として３つということである

が、少子化・人口減少が解消できる具体策・明確な答えを

いまだもって出てきてない。 

 しかしながら我々としてはいかに、前向きに取り組んでいく

べきかを考え、日々もがき苦しんでいる。 

 今回、計画の策定を通じて、佐世保市の将来が幾らかで

も明るくなるような形に取り組んでいきたいと思っている。 

 今日いただいた各委員からの意見は、参考とさせていた

だきながら、よりよい計画を作って参りたい。 

 今後ともご協力をお願いしたい。 

 

議事（３）その他 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

 

 

本日の議事録については、取りまとめの上、送付する。 

分科会委員の選任や次回の子ども・子育て会議の日程

調整については、改めてお知らせしていく。 

 

 


